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論文内容の要旨
都市高速道路は，交通の幅穣の激しい大都市部を中心にネットワークを形成し都市活動の円滑化・維
持増進に貢献している。しかし大部分で平血道路1:，こ高架道路構造が保用された複合構造であるため.
振動・騒音・排ガスなど様々な都市農境問題が生じている。
本論文は.高架道路橋の交通振動を特性分析・評価方法・対策手法の3つの側面から捉え，従来の物理
的側面からの研究のみならず.沿道住民の意識面をも考慮して考察した結果を取りまとめたもので、ある。
第 1望者では，研究目的，研究方法および、本論文の構成等について述べた。
第2章では複合構造道路の振動特性の分析を以下のように行った。
1 )半面道路と高架道路の振動特性の相違を明確にした。
2)振動源、の特定手法と寄与率の推定法を考案した。
3)振動源が晶'架道路である場合の，主原因を特定する目的から多径間連続曲線箱桁橋をケーススタデ
ィとし，その振動の特性を分析し沿道家屋の振動増幅を引き起こす周波数の存在を見いだした。
4 )外乱要閃(道路交通振動以外の生活振動等)の影響を排除した分析から.共振現象が明らかとなっ
た。その結果，伸縮継手部から発生する衝撃性振動と，沿道家屋の共振現象を考慮する必要が解っ
た。
第3章では，前章で明確となった衝撃性振動や共振現象の評価方法について，以下のように分析した。
1)道路交通振動に関する苦情と現行法制度との対応状況を整理し新しい評価手法を提案した。
2)道路交通振動対策に関する沿道住民の意識調奇結果から上記提案の妥当性が裏付けられたの
3)対策工事前後のアンケートから，沿道住民の意識変化を把握する手法を考案し妥当な結果を得た。
その結果.前主主で抽出された，衝撃性仮動や共振現象と苦情の関連性が明確となった。
第 4章では，高架道路沿道における振動対策手法の効果を以下のように分析した。
1)発振源対策として交通制御の有効件ーを分析したり
2)伸縮継手の経年劣化について環境面からみた維持管理の考え方の必要性を提案した0
3)ノージョイント化工法による対策効果を明らかにしたリ
4)伝t括経路対策としての地中防振壁の効果を模型振動実験により分析した。
以上の結果，深夜・早朝の重量超過車に対する交通制御対策が有効であることを示すとともに，新しい
視点から伸縮継手の経年劣化の問題を考察し，環境面からみた維持管理の考え方が必要であることを明ら
かにしたのまた.伝播経路対策として， E P S (発砲スチロール)を用いた地中防振壁の娠動低減効果を
考察したc
第5章では本論の結論をまとめた。
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論文審査の結果の要旨
都市高速道路沿道における交通振動問題はこれまで種々の対策によって改善が見られるものの，依然と
して沿道からの苦情は続いており，さらなる調色研究が求められている。
本論文は，高架道路からの交通振動に関して，振動の特性分析.評価方法.対策手法の3つの課題を中
心に研究成果をとりまとめたものである。
先ず，平面道路上に高架道路が設置された複合構造道路区間における試験車走行実験等より，振動発生
源の種頬によって周波数成分が異なり，沿道家屋に与える影響が異なること.高架道路からの娠動は低周
波成分を多く含み，沿道家屋への影響が大きくなることを見出している。また発生源l.lIJの沿道への寄号率
の推定法を提案して振動防止対策の責任分担をきめる参考として利用できること，振動問題で伸縮継手部
から発生する衝撃性振動や沿道家屋の共振， 1.脅幅が苦情と関係しているという新しい重要な知見を見出し
ているの
次に，振動評価法に関して，現行の振動規制j去の保崩している評価法が平面道路を対象とし、睡眠時の
覚醒に対する生時的影響の側面から制定されたものであるのに対し.最近10年間の苦情分析結果に基づい
て高架道路からの賑動に対しては有効でないことを明らかにしている。代って.①衝撃性，間欠性の振動.
および②生理的影響以前のより厳しい心理的影響.③地表面上のみではなく家屋内の増幅を評価でき，さ
らに④鉛直五向のみでなく水平右向の振動をも考慮するもの，が望ましいことを述べ.これらを考慮でき
る新しい評価某準の必要件を示している。
ついで、振動防止対策を交通制御.伸縮継手部の維持管風ノージョイント化，地中防振壁(模型実験)
など今後必要となると考えられる主要な課題について実験成果等に基づいて考察し，実施上有用な多くの
知見を得ている。特に伸縮継手部については，交通量の影響，路而の凸凹測定，経年変化に基づいた実効
性のある維持管理システムの導入を提案し可能な限り振動を防止しIUj題化させないようにする必要性を示
しているυ
以上全体とした~~t られた成果は.高架道路からの交通振動を評価し.防止対策を立案する上で有用な知
見を与えるもので応り，道路・交通工学，交通環境工学の発展に寄与するものと考えられる。よって本論
文の著者は博士(工学)の学位を受ける資格を有するものと認める。
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